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研究実績の概要
　本研究の目的は、幼児が遊びを「わがものとす
る」過程、すなわち他者に属する何かを取り入れ
（収奪）、それを自分のものとする（専有）「アプ
ロプリエーション」（appropriation）の過程につ
いて明らかにすることである。幼児たちはどのよ
うに遊びを変容させ、その幼児ら特有の遊びの形
成に至るのか、活動の内実を検討する。
　遊びを「わがものとする」過程において発達と
教育の相互性を捉えるために、「思考力の芽生え」
に着目した。理解と操作と振り返りとの相互関連
による「思考力」の芽生えは、環境との相互作用
や学習という点でアプロプリエーションとの親和
性が予想され、幼児教育から導かれる発達の姿を
示していることから活用可能であると思われる。
　調査としては、認定こども園の３～５歳児の42
名と担任保育者３名を協力者とし、フィールド調
査を行った。調査は2017年度より継続しており、
2018年度は４歳児と５歳児を中心に登園時から昼
食までの遊び場面の観察を18回行った。
　転がしコース遊びを例に取れば、幼児は自ら思
い描くコースを制作し、より確実に玉をゴールま
で転がすために、「コースの傾斜角度を高くして
落差をつくる」「玉が停留しないようにトイをつ
なぐ」などの工夫を行う。これは蓋然性を高める
工夫でもあり、発達的な変化があった。３歳児は、
蓋然性よりも物が転がる現象を重視し、転がす行
為自体の形成を図っている。４歳児には蓋然性の
萌芽がみられ、玉の転がりを予想するなどコース
のイメージをもつようになる。但し、本人の予想
では転がりの蓋然性は高いのだが、実際には予想
通りには転がらず、予想と実際とでは蓋然性が異
なる。５歳児では確からしさを確かめてから玉を
放ったり、コースの両脇に壁をつくったりするな
ど蓋然性が意識化され、実際に蓋然性は高まって
いる。
　すなわち、５歳児になるほど他者と遊びを協働
して言動を模倣し収奪して、自分の考えややり方
として定着させ専有するアプロプリエーションが
高まり、蓋然性の発達がみられた。その遊びの過
程では、物の落下と転回に関する理解と、道具の
組み合わせなどの操作と、自らの行為と現象との
関係の振り返りが連動し、思考力の活用がある。
この背景には、遊びの環境構成に幼児も参加可能
であるなどのシステムや保育者の問いかけや援助
があり、ここに発達と教育の相互性をみることが
できる。
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